
第２回独立行政法人契約監視委員会 

 

平成２２年５月 

独立行政法人経済産業研究所 

１．日時 

平成 22 年 5 月 12 日（水）10:00～11:45 

 

２．場所 

独立行政法人経済産業研究所会議室 

 

３．出席者 

（１）委員 

白山委員長、向委員、八田監事、菅沼監事 

（２）独立行政法人経済産業研究所 

及川理事長、河津総務ディレクター、齋木管理マネージャー 

 

４．議事 

（１）開催挨拶：及川理事長 

（２）経済産業研究所の契約状況について 

①「随意契約等見直し計画」の改訂 

②平成 21 年度の契約内容及び契約方式の状況 

③平成 21 年度末時点で継続している平成 20 年度以前に締結された複

数年契約について 

④平成 22 年度末までに契約締結が予定されている調達案件 

 

５．概要 

（１）開催挨拶 

      冒頭、及川理事長から開催挨拶が行われた。 

（２）経済産業研究所の契約状況について、事務局から説明後、質疑が行

われた（主な質疑については別紙参照）。なお、個別の契約に対する

指摘はなかった。 
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（別紙） 

 

質問・意見 回答 

       

■競争性のない随意契約理由及び契約価格の妥当性 

  ＜分室賃貸借関係＞ 

  ①分室賃借：大同生命保険株式会社 

  ②分室清掃：日本ビルサービス株式会社 

・ 建物の賃貸というのは、一般的に随意契約

なのか。 

・ 財務省の整理でも、不動産の調達は随意契

約であることはやむを得ないとなっていると

理解している。 

  ＜共同研究＞ 

  ①企業活動の国際化と国際競争力に関する調査研究に係る共同研究契約：国立大学法人京

都大学 

・ 一般管理費の比率について、その計算方

法には様々な方式が考えられるが、案件ご

とにばらつかないように、他の事例なども参

考にして何か統一性的な方法を、検討して

はどうか。 

・ 随意契約の場合の一般管理費比率につい

ての基礎的な考え方を整理する。 

  ＜情報システムム関連＞ 

  ① 「ＲＩＥＴＩ遠隔操作システムの構築」役務請負契約：株式会社ＰＦＵ 

② 「ＲＩＥＴＩ遠隔操作システムに関連する資材購入」売買契約：株式会社ＰＦＵ 

・ 

 

・ 

 

 

 

 

・ 

 

RIETI 全体の LAN システムと連携している

のか。 

現在の 20 台から将来は 80 台まで拡張可

能となっているが、RIETI に来所して作業し

てもらうことにすれば、拡張する必要はない

のではないか。 

 

説明会には参加したが応札しなかった者

に理由を聞いてみたか。 

・

 

・

 

 

 

 

・

 

全く切り離れている。 

 

データの守秘と利用可能性のバランスをとる

ことがセキュリティの基本と考えて、本システ

ムを導入した。現状では使い勝手が悪く 20

台に限定しているもの。 

 

ヒアリングは行っていない。 

■一者応札・応募となったものの状況     

  ＜委託調査＞ 

  ①平成 20 年度「貿易データベース RIETI-TID2008 更新業務」に関する委託契約：株式会社

価値総合研究所 企画競争 
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・ 

 

・ 

 

数年前から続いている業務であるが、金額

の推移を確認したい。 

平成21年度分については官民競争法によ

る民民競争にしたとのことだが、官民競争

として RIETI 自身が実施することは考えて

いなかったのか。 

・

 

・

 

 

 

（推移を説明）  

 

従来から外部に委託していた作業なので、

直接実施しようとすると、追加の人員を要す

る。このため民民競争とした。 

  ＜情報システム関連＞     

  ①「ＲＩＥＴＩ遠隔操作システムの構築」役務請負契約：株式会社ＰＦＵ 

②「ＲＩＥＴＩ遠隔操作システムに関連する資材購入」売買契約：株式会社ＰＦＵ 

・ 前述。   

       

■22 年度末までに契約締結が予定されている調達案件 

  ＜システム関連＞     

  ①次期予算管理システムの調達 入札 

  ②次期 PC-LAN システム調達のためのコンサルタント募集及び調達本体 入札 

・ 

 

 

 

 

・ 

 

独立行政法人や国立大学法人専用の会

計システムは大組織向けが多いが、小型

独法向けのシステムとして機能を絞った低

価格なものもあるので、幅広く情報収集し

てはどうか。 

クラウドコンピューティングを利用することは

検討しているのか 

・

 

 

 

 

・

 

了解。 

 

 

 

 

現時点では、クラウドの採否についてアプリ

オリに決めずに応札者の提案が仕様を満た

していればクラウドもあり得ると考えている。 

 


